
第2講 総合演習 A⑵

演習

▲ ▲ ▲

2・1 関数 Af =


log
>1A について,A 次の問に答えよ．

ただし,A 必要ならば Alim




log
=∞A を用いてよい．

⑴ = f A の増減,A グラフの凹凸を調べ,A グラフの概形をかけ．

⑵  A 軸上の点 APa,A 0A を通り曲線 A= f  A に接する直線が,A ちょうど A2 A 本

引けるように,A 定数 Aa A の値の範囲を定めよ．

2・2 ⑴ 関数 Af =
sin


Aは A0< <

π

2
Aで単調減少であることを示せ．

⑵ 関数 Ag=cos π2 cos+cos π2 sin A の A0≦ ≦
π

2
A における最大値

と最小値を求めよ．
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5・3 OAを原点とする Az A空間において,A点 A1,A 1,A 0, A −1,A 1,A 0,A −1,A −1,A 0, A

1, A −1,A 0, A 0,A 0,A 3 Aを頂点とする四角錐を AA Aとする．

次に,A  A平面上の,A OAを中心とする半径 A1 Aの円を AH Aとし,A平面 Az=3A上の, A点

A0,A 0,A 3Aを中心とする半径 A1Aの円を AK Aとする．H Aと AK Aを A2Aつの底面とする円

柱を AB Aとし,A四角錐 AA Aと円柱 AB Aの共通部分を AC Aとする．

C Aの体積を求めよ．
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